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下がつて來たことが知らず知らずの

間に國民生活に非常な影響を來して

いる．そのうちで技術的に比較的簡

軍に解決できるようなアイデアを狙

つて考えてみると，先ず狭いながら

電なんとか佳みよく健康的な，すこ

しで亀便利な，高度に能率の高いも

のにして行くという問題があるそれ

には間取Uの研究竜要るだろうレ，

またずい分研究された．しかしなん

としても珍坪の家に5人6人と佳
んでいては病人があつたり，客があ

つたり，勉強ができないとい’うこと

だろうと思う．或はくつろぐという

ことが不可能の歌況にあるものも相

當あると思う．

近隣共同設備

　今後といえども，大きな家を銘々

が占めることは常分望みがすくない

として，なんとか別の途で考えて行

くとすれば，近隣的な計書に竜とず

きごく小さいところから共同的な設

備の利用という面が，一つ考えられ

ると思う．この問題に關して現況調

査與論調査を繰り返し實施してみた

がそれらの人たちが要望するところ

は子供の遊揚が足らぬとか，輕症患

者の寝るところがないとか，或綜物

1置の共同の亀のが欲しいと云つた

η，洗濯場を要求したη，集會揚や

簡易な娯樂場を要求するなど，いろ

いろ出ている．こういつたことが亀

つとはつきりと調べられて，なんと

かそれを具禮的な計i書に持つて行く

というようなこと電ある。

量産問題

　それから，なんと云つて亀より好

い家を建てるということはに相當技

術の改良が行われなけれ犀ならな

い．何時の時代で竜材料の粗悪彿底

ということから大量生産という問題

がある．これらが安く行くというこ

とについての技術的な面の検討が必

要であつて，同本の現段階において

はいろいろな構溝とか，試みの設計

を行つて技術陣がなお推進しなけれ

ばならない・この問題については生

産技術研究所でも大いにやろうとい

うお話しですが，これは生産技術だ

けのことではなしに，経警研究とい

う根本の面に多分關係していること

で，今後に期待している．

　経菅形態について細・ろいろの試

みなり調査なりを行う蝕地がまだあ

るだろうと思う．その他，細い設計

上のデータに關する研究に至るまで

量産によつて家を安くつくるという

問題が残されている．これは或る程

度までそういう仕事が軌道に乗ると

いうことにならなければならぬの

で，これまた行政措置と竜密接な關

係がなければ，よい方式を見つける

ことも困難だろうと思う．

防災問題

　それから次は質の問題になると思
　　　　　　　　　　　　しうのですが，なにしろ先ほどお話の

ように家の約2割は災害で消粍して

建った家
20・ゾ〃％

　　　　第3隅住宅の損粍

いる．私どもの作つた統計によると

終職後約3年間に個人の建物全髄で

戸数から）・つて建つた電のの40％

坪徽にして類推51％消耗した時期

がある．これは見のがすことができ

ない重要な問題で，これについては

不燃化というようなことを研究し，

災害のうち最も廣範園を占める火災

清耗を少なくして行くことが直ちに

考えられる．これにはセメントがな

い，鐵がない，或いは軍贋が高いと

いうことが現歌であるけれど電．更

に工夫を加えたならぼ，木造3割乃

至4割」曾しというところで見込みは

十分あるだろうと思う．これについ

てはプレカストしたコンクリート材

を使うとか，特殊なプレカスト・パ

ネルを使つをて行くということもあ

るので．こう云つた問題について未

開拓の面白い課題が多分にあるので

はないか。（次號に績く）

　　　　　　　　熔融スラッグの電氣傳導度

　　　　　　　　　　　松下幸雄・森　一美（冶金）

　製鋼作業で蛭スラッグは燐鋼の化學反鷹を調節する役

1目を持つているものであり，その熔融歌態の物性を知る
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　　第1圖CaO－Sio・系の比電水
　　傳導度と温度との關係

炉つとして製鋼の基礎成分であるCaO－Sio2系の熔融朕

ことは反磨を理

解する上に大切

なことである．

熔融スラッグは
Siq4－，　A1033－，

Ca＋＋，　Fe＋ち

Mn＋＋，0－一の

ようなイオンに

解離したイオン

性溶液であるこ

とが，二，三年

來の當研究室の

實験でわかつて

來た．今，その

態の電氣傳導度を，温度と成分を攣え交流ブリッヂ法で

測定した一例を第1圖に示す．

　圖から判るように，温度が高くなると電氣傳導度は檜
加している二これは電子傳導をする熔融金麗合金とは反

封の性質であり，イオン傳導をする物質に特有なもので

ある．またCaO濃度が低いときには，　CaO濃度の増す

と共に傳導度は大きくなつて行くが，CaOの量が多い
ところでは第1表に示すように電導度は小さくなつてい

る．これはCaOの塵基性が非常に強い竜のであるとい

うこさと何等かの關係がありそうだし，また　Hertyが

CaO－SiO2系の粘性を測定し，　CaO・SiO2（CaO　48％で

生成する化合物）で粘性　　i第1表　CaO－Sio2系
　　　　　　　　　　　　の比電氣傳導度と成分が極小を示す結果を出し
　　　　　　　　　　　　　との關係（16000℃）
ていることと合わせて考

えてみると，われわれの

結果はスラッグ構造の問

題に封してなにか示唆す

るところがあると思われ

る．　（1949・8。8）　・
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